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Coating Diagnosis Vehicle System with M-seq. Signals 
 
 
 
1.�  ߦ߼ߓߪ
 ガス導管などに使用される塗覆装鋼管は新規配管の埋設

工事時，道路補修工事時などに付けられる塗覆装損傷で生

じる鋼管腐食を防止するため電気防食が行われている。こ

の塗覆装損傷を早期に検出し，塗覆装の補修を行うことは

ガス導管などの保全管理上非常に重要であり，地表面から

非開削で塗覆装損傷の位置を検知する方法が確立され，定

期的な検査が行われていたが，近年の顧客検査ニーズの厳

格化に伴って，より微小な塗覆装損傷の検出が求められて

いる。 
 これに対して M 系列信号処理を適用するとともに，検査

作業の効率化を可能とした自走型高感度塗覆装損傷検知シ

ステム「自走型 MS マイケル」を日本鋼管工事㈱と共同開

発したので以下に概要を紹介する。 
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 塗覆装鋼管の損傷を地表面にて非開削で検出する方法と

しては電位法と呼ばれる方法が利用されている。電位法の

直流方式では，埋設鋼管と地中（GND）との間に電圧を印

加し鋼管内に電流を流入させる。塗覆装に損傷があると地

中から損傷部に電流が流入し，この流入電流により地表面

に電位勾配が発生する。埋設鋼管に沿った地表面の電位分

布を計測することにより塗覆装損傷を検出し，その位置お

よび大きさを特定することが可能となる（࿑ 1）。 
 本システムでは，給電側の埋設鋼管への印加信号として

擬似ランダム信号の一種である M 系列信号（交流電流）を

使用し，地表面における検出信号に対して相関処理を行う

ことにより地電流，誘導電流などのノイズ信号の影響を抑

制し，高感度な信号検出を実現し，0.1cm2（従来比 1/10）
もの微小損傷の検知を可能としている。 
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